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上涌谷駅

涌
谷
駅

至 大崎市（田尻）

至 石巻市 至 登米市（豊里）

至 登米市（米山）

至 箟岳山
　 （箟峯寺）

のの　だけ　やま

至 美里町（南郷）

●涌谷高校

●共生の森

●涌谷町土地改良区

江
合

川

●高齢者福祉総合施設
　ゆうらいふ

アルプスアルパイン㈱
涌谷工場
●

Aコープ
●

●涌谷幹部交番

●涌谷町役場

●くがね創庫
●遠田商工会

涌谷郵便局
●

●涌谷公民館

●涌谷スタジアム

●B&G
　涌谷海洋センター

●ヨークタウン
　涌谷店

涌谷第一小学校
●

涌谷勤労福祉センター
●

涌谷中学校
●

●

●月将館小学校

涌谷大橋

涌谷橋

●涌谷町町民
　医療福祉センター

●わくや産直センター
　黄金の郷

至 美里町（小牛田）

涌谷上谷地橋

上谷崎橋
田　尻　川

相　野　沼

JA新みやぎ涌谷支店
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346

108

346

天平ろまん館［P4-5］

見龍寺［P15］

妙見宮［P15］

涌谷城跡（城山公園）［P14-15］

黄金山神社［P2-3］
こ　    がね　  やま

わくや
天平の湯［P18］
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至 美里町（小牛田）

国指定 史跡黄金山産金遺跡
日本遺産構成文化財

イオン
スーパーセンター
涌谷店
●

新涌谷大橋
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北上川

旧北上川

阿武隈川

松島湾

仙台

仙
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磐
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羽
東
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石巻線
仙石

線三陸
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車道

仙台空港

石巻
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岩出山

東
北
本
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東
北
新
幹
線

女川

気仙沼

本吉

前谷地前谷地

小牛田小牛田
涌谷涌谷

鳴子温泉

作並

多賀城

村田JCT

仙台南I.C仙台南I.C

村田I.C

宮城川崎I.C宮城川崎I.C

白石I.C

仙台宮城I.C仙台宮城I.C

泉I.C
泉PAスマートI.C

大和I.C大和I.C

富谷JCT富谷JCT

長者原
スマートI.C

三本木
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若柳金成I.C

気仙
沼線

石越

瀬峰

鹿島台

志津川

槻木

船岡船岡

白石蔵王 角田

丸森

名取
仙台空港
アクセス鉄道

岩沼

白石白石

阿武
隈急
行

鳴子温泉郷

金華山

作並温泉

秋保温泉

青根温泉

遠刈田温泉

鎌先温泉

蔵王国定公園

栗駒国定公園

青葉城青葉城

南三陸金華山
　　　国定公園

●巨釜半造

●岩井崎

●歌津崎

神割崎●

●

サン・ファン館
瑞巌寺瑞巌寺

高蔵寺

鳴子峡

広瀬川

東
北
自
動
車
道

山形自動車道

利府利府

塩釜塩釜

松島松島

仙石線仙石線

くりこま高原くりこま高原

名取川名取川

女川町女川町

涌谷町涌谷町

美里町美里町

色麻町色麻町

加美町加美町

大衡村大衡村

大和町大和町
大郷町大郷町

富谷市富谷市

村田町村田町

山元町山元町

丸森町丸森町

七ヶ宿町七ヶ宿町

大河原町大河原町

蔵王町蔵王町 柴田町柴田町

利府町利府町

南三陸町南三陸町

松島町松島町

川崎町川崎町

白石市白石市

角田市角田市

岩沼市岩沼市

名取市名取市

仙台市仙台市
多賀城市多賀城市

塩釜市塩釜市

東松島市東松島市

石巻市石巻市

登米市登米市

栗原市栗原市

大崎市大崎市

気仙沼市気仙沼市
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涌谷

●花野果市場

●でんえん土田畑村

くがね創庫
●

上涌谷石 巻 線

小
牛
田山前遺跡●

●
山神社

●松景院

田尻

鹿島台

松
山
町

東
北
本
線
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29
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涌谷町釣公園●

●石仏広場

●
宮城カントリークラブ

●追戸横穴歴史公園

日本遺産構成文化財日本遺産構成文化財

涌谷城跡 城山公園
●

　●わくや天平の湯

●黄金山神社
●天平ろまん館
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■タクシー
南郷タクシー ☎0229-43-4016

WAKUYA TOWN

涌谷町までのアクセス
■JRご利用の場合

東京駅
東北新幹線 2時間 20分 東北新幹線 20分

仙台駅
陸羽東線 15分

古川駅 小牛田駅 涌谷駅
石巻線 10分

食　事　処

�ドライブイン つかさ
　 ☎0229-43-4551
昔ながらのしょうゆ味のラーメンとごはん
のボリュームたっぷりメニューです。ぜひ、
おためし下さい。

�パーラー旅
　 ☎0229-43-3947
昭和 45 年頃からの変わらない味で、カツの
上に溶き卵がふわりと乗る元祖オリジナル
カツカレーです。

�だての里
　 ☎0229-42-3777
涌谷名物のおぼろ豆腐を、温かいおぼろ汁、
冷たい青畑の両方で堪能して頂ける御膳に
なっております。

�涌谷キッチン
　 ☎0229-87-5406
涌谷の郷土料理や黄金食財を美味しく味わう
ことができます。おぼろ汁も提供しています。

（天平ろまん館内で、土日祝のお昼のみ営業）

�焼肉居酒屋 Boz
　 ☎0229-25-7326
リーズナブルに焼肉が食べられる居酒屋で
す。お刺身やお鍋もご提供できます。

（営業時間 17 時～ 24 時、月曜日定休）

8ふぐ割烹　大富
　 ☎0229-42-2511
とら河豚を使用 4 名様からで 3 ～ 4 日前の予
約制です。河豚コース一人前 5000 円で鍋の
最後は雑炊になります。

1上涌谷ドライブイン
　 ☎0229-42-3579
昔懐かしい格別な美味さ、他では食べられな
い当店ならではのクジラで、大小宴会も出来
る御食事処です。

4新町裏珈琲
　 ☎080-5553-7600
注文を受けてから焙煎を行うので新鮮な焙
煎豆を提供しております。当店では珈琲豆
の販売のみとなります。

�はうすぢゃや
　 ☎0229-43-5554
喫茶＆建築設計工房
街角でティータイム・軽食
そして時にはリフォームの建築何でも相談

⓾ひらた食堂
　 ☎0229-42-2554
当店人気メニュー　BEST 3!
1 位ソース焼ソバ　2 位もやしラーメン
3 位かつ丼カレー

�鮮魚・寿司　及久
　 ☎0229-42-3061
石巻魚市場直送の新鮮な魚介類を提供して
います。土日のみ営業しております。

9居酒屋のだや
　 0229-25-7955
新鮮な魚介類やマグロは本マグロ使用とこだ
わって営業をしています。新鮮でおいしい魚
を食べるならぜひのだやへ！

�喜代松茶屋
　 ☎0229-42-3178
60 年以上も使用している蕎麦打ち機械で作
る手作りの味と松花堂会席料理が自慢です。
会食などにもご利用下さい。

2ドライブイン一力
　☎080-2836-1616
米も野菜も地産地消 !  肉は国産！いっぺん食
べでみでけらいん !! 上涌谷の一力で待って
いますからネ !!!  

� ドライブイン希
き

光
こう

　 ☎0229-42-3452
当店の釜タキ飯は、『本物志向』。注文を受
けてから炊き上げます。素朴な味を、是非御
賞味下さい。（要予約）

�菊ふじ
　 ☎0229-43-3333
丼物、麺類、定食と豊富なメニューを取りそ
ろえお待ちしています。（要予約）

� 街はずれのcafé料理店 レーチェ
　 ☎0229-43-3801

「Leche」はスペイン語で「ミルク」という意味。
自家製のミルクプリンをはじめとしたデザー
ト、ドリンク、お食事まで楽しめるお店です。

�野田食堂
　 ☎0229-45-2059
野菜は自家産のものを使用。お米は地場産
の「こしひかり」を使用した健康づくりサ
ポートおもてなしの店です。

�お食事処　すずきや
　 ☎0229-25-3886
天ぷら・刺身など和食中心の店です。
女川町産の海産物、涌谷町産の農産物を組み
合わせた料理を提供しております。

�涌泉亭
　 ☎0229-43-6031
各種定食のほか、ラーメン、そば等様々な料
理をご用意しております。
ぜひ、お立ち寄り下さい。

�焙煎小屋　風舎
　 ☎0229-32-1522
四季を通して変化する景色、空気感に合わせ
た季節のブレンドも作っています。コーヒー
豆販売と店内で飲むこともできます。

�割烹 みうら
　 ☎0229-45-2494
要予約で季節の食材をコース料理で提供し
ております。昼は 2500 円～夜は 3500 円～
をご用意いたします。

�おやつショップ
　 ☎0229-45-3438
鶏ガラをベースに鰹節をくわえた昔懐かし
いしょうゆ味です。おやつにマヨたこやソ
フトクリームもおすすめです。

�喰処　味里
　 ☎0229-43-3251
サクサク衣と柔らかいお肉、ボリュームいっ
ぱいチキンカツ定食が自慢、他、沢山の品数
をご用意しております。

�つきみち
　 ☎0229-43-2554
当店では手作りハンバークに愛と真心を込
めて笑顔でお客様をお迎えしております。
午前 11 時開店、午後 9 時閉店です。

【和室】	料金／	 6,000円 (1名様利用時）
	 	 9,000円 (2名様利用時）
	 11,500円 (3名様利用時）
【ドミトリー（二段ベッド）】
	 料金／	 4,000円
	 無料Wi-Fi あり
	 ※料金は変更になる場合があります。

� ゲストハウス　あんだあも
　 ☎0229-25-3750
涌谷町字新町裏134-1	

【和室】	収容人数／ 20人　客室4室
	 料金／大人1人2,750円　子供1人1,370円
	 お風呂／大浴場
【洋室】	収容人数／ 5人　客室5室
	 料金／大人1人4,400円　子供1人2,200円
	 お風呂／大浴場
	 休館日／年中無休	 無料Wi-Fi あり

� 涌谷の宿　研修館
　 ☎0229-43-5200
涌谷町涌谷字中江南278	

涌谷のご当地グルメ

宿泊施設のご案内
〜1250年の時を越えた感動と発見がいっぱい。深い歴史と自然に恵まれた涌谷町を遊び、訪ねてください〜

産金地の風をまとって涌谷を闊歩!

涌谷町
観光・グルメ
マップ■車をご利用の場合

東北自動車道 20分

国道108号 
古川 I. C 涌　谷

30分

東北自動車道
仙台宮城 I. C東　京

三陸自動車道 45分東北自動車道
仙台南 I. C東　京

国道346号
松島北 I. C 涌　谷

30分

1〜� 食事処
�〜� 宿泊施設
�〜� 観光施設
1〜7 特産品店舗
　★　 イベント

A

A

5ぐれしゃあん
　 ☎0229-42-2588
そば粉は山形産。うどんは信州産地粉で店
主が打っています。

6ラーメン麺'sクラブ
　 ☎0229-42-2946
コテ味噌ラーメンはスープの旨みとコテ味
噌の旨みがタップリ楽しめます。

7割烹一里来
　 ☎0229-42-2760
各種御宴会、仕出し料理等季節に合わせて御
用意致します。お申し込み・御予約はお電話
でお願いします。

わくや天平の湯と併設し涌谷町の地場産新鮮野菜
や特産品の販売を行っています。
営業時間／9:30~18:00　毎週水曜定休日
☎0229-43-6363
※�最新の営業時間はHPをご覧ください。

黄金の郷（くがねのさと）

わくや産直センター

�レストランボスコロ
　 ☎0229-43-3949
涌谷高校前。写真はナポリタンランチ（950
円）その他、カツカレー・ラーメン・ピザ・ド
リアなどがあります。

3インドカレーSANTA 涌谷店
　 ☎0229-43-3703
本場のシェフが、オリジナルスパイスで作る
本格インドカレー、焼きたてモチモチのナン
も自慢の一品です。ぜひご賞味下さい。

世界農業遺産とは
社会や環境に適応しながら何世代にもわたり形づ
くられてきた伝統的な農林水産業と、それに関わっ
て育まれた文化、ランドスケープ、生物、多様性
などが一体となった世界的に重要な農林水産シス
テムを国連食糧農業機関（ FAO ）が認定する仕組み
です。

涌谷勤労福祉センター／毎年11月第2日曜日

秋の山唄全国大会 P7

城山公園／毎年4月第3日曜日

桜まつり・東北輓馬競技大会 P6

八雲神社／毎年7月下旬

かっぱ祭り P7

石仏広場／毎年7月第2土曜日

採燈大護摩供 P7

箟峯寺／毎年1月第4日曜日

箟岳白山祭 P7

涌谷町観光ガイド 8� 涌谷町観光ガイド ⓾ 9
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【
三
月
〜
五
月
の
イ
ベ
ン
ト
】

桜
ま
つ
り

　
城
山
公
園
と
江
合
川
堤
防
の
桜
は
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
を
主
と
す
る
古
木
で
、
他
に
枝

垂
桜
、
山
桜
、
泰
山
府
君
な
ど
が
咲
き
、
春

宵
一
刻
値
千
金
の
散
策
が
楽
し
め
る
桜
の

名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
桜
ま
つ
り
は
毎
年
四
月
中
旬
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

東
北
輓
馬
競
技
大
会

　
馬
は
古
く
か
ら
人
と
深
い
関
わ
り
を

持
っ
て
お
り
、
商
業
・
流
通
の
拠
点
で 

あ
っ

た
涌
谷
町
で
は
運
搬
の
手
段
と
し
て
特
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
時
代
の
流
れ
で
現
在
は
そ
の
姿
を
見

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。

　　
そ
う
し
た
中
、
自
馬
の
力
を
競
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
の
が 

輓
馬（
ば
ん

ば
）大
会
で
す
。
階
級
ご
と
に
違
う
荷
重

を
乗
せ
た
そ
り
を
引
き
、
百
二
十
m
の
直

線
コ
ー
ス
で
二
ヶ
所
の
障
害
を
越
え
タ
イ

ム
を
競
い
ま
す
。

　
満
開
の
桜
の
下
、
大
観
衆
は
手
に
汗
を

握
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る 

馬
た
ち
を
応

援
し
ま
す
。
特
に
、
人
馬
一
体
と
な
っ
て

障
害
を
越
え
る
瞬
間
に
は
、
大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
起
こ
り
ま
す
。

　
大
会
は
毎
年
四
月
の
第
三
日
曜
日
に

桜
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

城
山
公
園
下
の
江
合
川
河
川
敷
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

か
た
く
り
ま
つ
り

　
箟
岳
山
箟
峯
寺
境
内
の
北
側
の
斜
面
一

面
に
、
か
た
く
り
が
群
生
し
、
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
よ
う
に
、
紫
色
の
可
憐
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

　
4
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四
季
折
々
の

天平ろまん館
わくや万葉の里

区　分 歴史館入館料（団体） 砂金採り体験料（団体） 歴史館・砂金採り体験共通券
一般・大学生 500円（450円） 800円（750円） 1,100円（1,000円）

小・中学生・高校生 200円　（50円） 700円（650円） 700円   （600円）

 観覧ご案内 ■開館時間／午前9時30分～午後5時（11月～3月は午後4時30分）
 ■休  館  日／年中無休

※料金は変更になる場合があります。
※団体は20名様以上。 砂金はお持ち帰りできます。
※砂金取り体験は冬季（12月～3月）は団体のみ、要予約とさせていただきます。

〒987-0121 宮城県遠田郡涌谷町涌谷字黄金山1の3　TEL 0229-43-2100
URL  http://www.tenpyou.jp/

■直売所
涌谷町の特産品を中心に取り揃えています。

■くがね庵
茶室の庭園を眺めながらお抹茶を楽しめます。
抹茶・和菓子セット 600 円
さくら茶・和菓子セット 600 円

■砂金採り体験場
「椀がけ法」により、手軽に砂金採りを体験できます。

キラキラ輝く砂金に天平のロマンを感じてください。

　
古
代
、「
み
ち
の
く
」で
砂
金
採
り

に
従
事
し
た
人
は
、一
般
の
人
々
で
し

た
。
現
在
、砂
金
は
ご
く
わ
ず
か
し
か

取
れ
ま
せ
ん
が
、農
産
物
は
か
わ
ら
ず

生
産
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
涌
谷
町
で

は
、高
機
能
玄
米「
金
の
い
ぶ
き
」を
は

じ
め
、
現
在
で
も
提
供
で
き
る
最
高
、

希
少
な
産
物
を「
黄
金
食
財
」と
名
付

け
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
。天
平
ろ
ま
ん

館
を
中
心
に
食
事
を
し
た
り
、お
土
産

と
し
て
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
他
に
も
砂
金
採
り
、万
葉
衣

装
試
着
、
茶
室
で
の
抹
茶
体
験
な
ど
、

一
日
ゆ
っ
く
り
涌
谷
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
東
大
寺
に
廬
舎
那
仏（
大
仏
）
建

立
を
す
す
め
て
い
た
聖
武
天
皇
が
仏

身
に
塗
る
黄
金
の
不
足
に
憂
慮
し
て

い
た
と
き
、
陸
奥
国
守
百
済
王
敬
福

が
小
田
郡
産
出
の
黄
金
九
百
両
を
献

上
し
無
事
大
仏
さ
ま
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
聖
武
天
皇
は
こ
の
日
本
初
の
産
金

を
大
い
に
喜
ば
れ
、
年
号
を
「
天
平
」

か
ら
「
天
平
感
宝
」に
改
元
し
、
さ
ら

に
こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
越
中
国
守
大

伴
家
持
は
「
天す
め

皇ろ
き

の
御
代
栄
え
む
と

東
な
る
陸み
ち

奥の
く

山や
ま

に
金
く
が
ね

花
咲
く
」の
歌

を
万
葉
集
に
残
し
ま
し
た
。

　
こ
の
陸
奥
国
小
田
郡
の
産
金
地
こ

そ
天
平
ろ
ま
ん
館
の
建
つ
黄
金
山
一

帯
で
、「
日
本
初
の
産
金
地
・
奈
良

大
仏
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
・
万
葉
最
北

の
里
」の
歴
史
ロ
マ
ン
を
今
に
甦
ら

せ
て
い
ま
す
。

黄
金
食
財

■大仏と涌谷の産金
大仏開眼の様子は、平山郁夫
画伯による「大仏開眼供養記
図」（陶板画）で知ることがで
きます。
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■箟峯寺観音堂
向拝の見事な彫刻（県
指定有形文化財（建造
物））

　
箟
峯
寺
は
箟
岳
観
音
と
よ
ば
れ
箟

岳
山
の
山
頂
に
あ
り
、松
島
の
富
山
・

石
巻
の
牧
山
と
並
ん
で
奥
州
三
観
音

の
一
つ
・
奥
州
三
十
三
霊
場
第
九
番

札
所
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
寺
の
伝
え
に
よ
る
と
、
大
同
年
間

に
坂
上
田
村
麻
呂
が
清
水
寺
よ
り

十
一
面
観
音
を
勧
請
し
て
堂
宇
を

創
建
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
古

く
は
霧
岳
山
正
福
寺
と
称
し
て
い

ま
し
た
が
、
嘉
祥
年
間
に
円
仁
が
中

興
、
無
夷
山
箟
峯
寺
と
改
め
、
以
後

天
台
宗
に
属
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
殺
生
禁
断
・
女
人
禁
制
の
聖
地
、

ま
た
奥
州
鎮
護
の
祈
願
所
と
し
て

南
北
朝
時
代
に
は
葛
西
・
大
崎
の
両

氏
、
江
戸
時
代
に
は
仙
台
伊
達
藩
の

崇
敬
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
往
時
は

二
十
四
坊
を
も
つ
大
寺
で
し
た
。
時

代
の
推
移
、
ま
た
二
度
の
火
災
な
ど

に
よ
る
災
難
が
あ
り
、
観
音
堂
は
嘉

永
四
年（
一
八
五
一
）に
再
興
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
境
内
に
は
箟
岳
山
山
頂
に
南
向
き

に
観
音
堂
が
建
っ
て
お
り
、
仁
王
門
・

薬
師
堂
・
山
王
堂
・
白
山
妙
理
堂
な

ど
が
あ
り
歴
史
を
感
じ
る
堂
々
と
し

た
佇
ま
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観
音
堂
は
、
地
形
に
あ
わ
せ
て
束つ
か

の

高
さ
が
ま
ち
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
箟
峯
寺
観
音
堂
の
本
尊
は
十
一
面

観
音
で
、閻
浮
檀
金（
え
ん
ぶ
だ
ご
ん
）

の
立
像
。
三
十
三
年
ご
と
に
ご
開
帳

さ
れ
て
い
ま
す
。

箟こ

ん

峯ぽ

う

寺じ

（
奥
州
三
十
三
観
音
霊
峰
箟
岳
山
）

奥
州
鎮
護
の
名
刹

【ぶらり歴史ロマン .2】

歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
箟
岳
観
音

日本遺産
構成文化財

白山祭（県指定無形民俗文化財）
観音堂に向かって右にある白山神事で有名な白山社は、天台宗明細帳によると宝亀
六年、大伴駿河麻呂建立と伝えられています。白山神（白山妙理菩薩）はもともと山
岳信仰で、これに天台密教が結びつき作神様としての当地方の信仰の中心となって
います。白山神事は、神仏習合の考えにより、一山の天台宗の僧によって執り行わ
れます。正月行事を中心として古式に則り、数百年にわたって引き継がれてきてい
ることは、全国的にも稀有のことといえます。
1 月の第 4 日曜日例祭では御弓神事（流鏑）が行われ、稚児が矢を射てその年の天候と
作柄を占います。一連の正月行事は大晦日から始まり、元三会、修正会、大般若会を
経て例祭に至ります。

コ  ラ  ム

春

JR 涌谷駅ー車で10分（約3.5km）ー天平ろまん館

歴 史 ロ マ ン コ ー ス
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【
六
月
〜
八
月
の
イ
ベ
ン
ト
】

【
十
一
月
の
イ
ベ
ン
ト
】

【
一
月
の
イ
ベ
ン
ト
】
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か
っ
ぱ
祭
り

　
八
雲
神
社
境
内
と
、
く
が
ね
創
庫
前
ふ

れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
で
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
も
観
客
も
楽
し
め
る
お
祭

り
で
す
。
毎
年
七
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
。

感
動
と
の
出
会
い

秋

冬

夏

採
燈
大
護
摩
供

　
嘉
祥
二
年（
八
四
九
）第
三
代
天
台
座
主

慈
覚
大
師
円
仁
聖
人
が
、
心
血
を
注
い
だ

密
教
の
秘
法
。
採
燈
大
護
摩
供（
さ
い
と

う
お
お
ご
ま
く
）が
箟
岳
山
石
仏（
い
し
ぼ

と
け
）
広
場
に
お
い
て
、
箟
峯
寺
一
山
総

出
仕
の
も
と
に
浄
行
さ
れ
ま
す
。

　「
除
災
・
招
福
・
諸
願
成
就
」を
祈
願
す

る
こ
の
炎
の
祭
典
の
復
興
で
天
台
・
修
験

妻
帯
の
山
と
し
て
栄
え
た
往
時
の
盛
況
ぶ

り
が
偲
ば
れ
ま
す

　
毎
年
七
月
第
二
土
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

夏
ま
つ
り

花
火
大
会

　
毎
年
八
月
十
四
日
に
開
催
し
ま
す
。

秋
の
山
唄
全
国
大
会

　
毎
年
、
全
国
か
ら
出
場
者
が
集
う
「
秋

の
山
唄
全
国
大
会
」。

　
こ
の
唄
は
元
々
、
当
地
方
の
山
林
原
野

で
農
作
業
を
し
な
が
ら
唄
わ
れ
て
い
た
も

の
。
人
々
は
「
秋
の
山
唄
」を
唄
う
こ
と
に

よ
り
、
箟
岳
山
の
山
の
神
に
五
穀
豊
穣
を

祈
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
民
謡
作
詞
家
の
故 

後
藤
桃
水
先
生
に
よ
り
編
曲
さ
れ
、「
秋

の
山
唄
」と
し
て
全
国
の
多
く
の
人
に
愛

さ
れ
、
今
も
唄
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
は
毎
年
十
一
月
第
二
週
の
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
周
囲
の
山
々
が
紅
葉

を
競
い
合
う
よ
う
に
、
参
加
者
も
自
慢
の

の
ど
を
競
い
合
い
、
優
勝
者
は
箟
岳
山
の

箟
峯
寺
に
山
唄
を
奉
納
し
ま
す
。

箟
岳
白
山
祭

（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

　
観
音
堂
に
向
か
っ
て
右
に
あ
る
白
山
神

事
で
有
名
な
白
山
社
は
光
仁
天
皇
の
勅
願

に
よ
り
宝
亀
元
年
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
山
岳
信
仰
で
あ
る
白
山
信
仰
に
天
台
密

教
が
結
び
つ
き
、
当
地
方
の
作
神
信
仰
の

中
心
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
白
山
神
事
は
、
神
仏
習
合
に
よ
り
、
一

山
の
天
台
宗
の
僧
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ

ま
す
。

　
正
月
行
事
は
大
晦
日
か
ら
始
ま
り
、
元

三
会
、
修
正
会
、
大
般
若
会
を
経
て
例
祭

に
至
り
ま
す
。

　
一
月
の
第
四
日
曜
日
の
例
祭
で
は
御
弓

神
事（
流
鏑
）が
行
わ
れ
、
稚
児
が
矢
を
射

て
そ
の
年
の
天
候
と
作
柄
を
占
い
ま
す
。
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